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【考察】
飯塚ら¹⁾の「患者信頼スケールー家族用」を
基に実際の家族対応を想定したロールプレイ
ングと情報共有により、全ての看護師が一定
のタイムリーな情報提供が行え、患者の様子
を伝えながら視覚的情報として写真を見せた
事が家族のニーズに応えた形となった。十分
な情報を持ち患者に寄り添いその思いを家族
に伝えることが出来たことで家族の意識変化
に繋がり看護師への信頼関係に影響を及ぼし
たと考える。また介入対象者がキーパーソン
以外に複数いた家族が6家族(13.6％)あった
ため介入回数が分散し統計学的に有意差をも
たらすまでに至らなかった項目も多くあった
のではないかと考える。
【結論】
1.飯塚ら¹⁾の「患者信頼スケール―家族用」
の28項目のうち2項目で統計学的に有意差が
認められた。
2.看護師の統一した家族対応と、写真などの
視覚情報を一緒に提供することは、家族との
信頼関係に影響を及ぼした。
3.介入対象者がキーパーソン以外に複数いた
家族が6家族(13.6%)あったため、介入回数が
分散し統計学的有意差をもたらすまでに至ら
なかった項目があったのではないかと考え
る。
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【研究背景】
新型コロナウイルスの影響で長期に面会制限
されている中、患者に直接会うことができな
い家族は多くの不安を抱えているのではない
かと考えた。現在、荷物の受け渡しを看護師
が行い、患者の状況を伝えながら家族と対話
する時間を設けているが、直接目にすること
が出来ない不安は払拭できない。飯塚ら¹⁾の
「患者信頼スケールー家族用」を活用し、さ
らに看護師が効果的に家族と関わることがで
きれば信頼関係に影響を及ぼすのではないか
と考えた。
【研究目的】
看護師が飯塚ら¹⁾の「患者信頼スケールー家
族用」を活用し効果的に家族と関わりを持つ
ことが、家族との信頼関係に影響を及ぼすか
を明らかにする。
【研究方法】
1研究対象:A病院の入院患者で面会制限中に
来院して同意を得た家族
2データ収集方法 1)飯塚ら¹⁾の「患者信頼ス
ケール―家族用」を基にアンケート実施。
2)分析方法:マン・ホイットニー検定で統計
処理 3)介入方法:飯塚ら¹⁾の「患者信頼ス
ケールー家族用」を行動化し実践する。 4)
倫理的配慮:研究の説明書・同意書を作成し
当院の倫理委員会で承認を得た。
【結果】
28項目中【22.患者が看護師にそばにいてほ
しいと思う時にはいつでもいてくれていると
思う】【27.患者は将来の見通しが立たない
時には看護師に相談してみようと思うだろ
う】の2項目において有意差がみられた。
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